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今
年
度
の
全
国
研
究
集
会
は
6
月
8
日

（
木
）・
9
日
（
金
）
の
2
日
間
の
日
程

で
、
北
海
道
札
幌
市
の
全
日
空
ホ
テ
ル
で

「
勤
労
者
の
暮
ら
し
を
地
域
の
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
で
支
え
あ
お
う
」
を
テ
ー
マ
に
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

　

は
じ
め
に
主
催
者
を
代
表
し
て
笹
森
清

中
央
労
福
協
会
長
よ
り
、�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
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と
挨
拶
が
あ
り
ま
し
た
。

　

�
�
�
は
三
井
物
産
戦
略
研
究
所 
寺

島
所
長
よ
り
�
�
�
�
�
�
�
��

�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
	


�
と
題
す
る
基

調
講
演
が
あ
り
、
引
き
続
き
早
稲
田
大
学

社
会
科
学
部 
岡
沢
教
授
の
��

�
�
�
�

��

�
�
�
�
�
��

�
�
�
�
�
�
�
�
	

�
�
�
�
�
�
�
と
題
し
た
基
調
講
演
が

あ
り
ま
し
た
。

　

内
容
は
世
界
情
勢
か
ら
日
本
に
お
け
る

社
会
構
造
の
変
化
と
、
今
後
の
日
本
の
進

み
方
に
つ
い
て
話
が
あ
り
、
つ
づ
い
て
の

講
演
で
は
少
子
高
齢
化
問
題
で
外
国
と
日

本
の
比
較
が
あ
り
、
こ
れ
か
ら
の
あ
り
方

に
つ
い
て
の
示
唆
が
な
さ
れ
ま
し
た
。

　
2
0
0
6
年
度

全
国
研
究
集
会
報
告

　
「
２
８
６
名
の
参
加
の
下
、
世
界
と
日
本
、
こ
れ
か
ら
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

　
　
づ
く
り
に
つ
い
て
学
ぶ
」

　

�
�
�
は
�
�
�
�
�
�
�
�
	


�

�
�
�
�
�
�
�
�
	


�
�

�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
の
テ
ー
マ
で
連
合
・
労

金
・
全
労
済
・
地
域
創
造
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

よ
り
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

　

今
回
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ
く
り
に
対
し

て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
団
体
の
立
場
か
ら
一
層

連
携
を
深
め
、
勤
労
者
の
暮
ら
し
に
関
わ

る
サ
ポ
ー
ト
体
制
を
作
り
上
げ
て
い
き
た

い
と
の
表
明
が
さ
れ
ま
し
た
。

　

続
い
て
こ
の
運
動
に
先
進
的
に
取
り
組

ん
で
い
る
地
方
労
福
協
（
石
川
・
静
岡
・

山
口
・
沖
縄
）
の
4
団
体
に
よ
る
パ
ネ
ル

デ
ィ
ス
カ
シ
ョ
ン
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

そ
れ
ぞ
れ
が
行
っ
て
い
る
活
動
報
告
を

受
け
、
地
域
と
連
携
を
図
り
な
が
ら
ワ
ン

ス
ッ
ト
ッ
プ
サ
ー
ビ
ス
運
動
を
進
め
て
い

く
こ
と
の
必
要
性
を
強
く
感
じ
た
討
議
で

し
た
。

　

報
告
さ
れ
た
方
が
そ
れ
ぞ
れ
こ
の
運
動

が
始
ま
っ
た
と
き
の
不
安
と
、
進
行
す
る

過
程
で
の
必
要
性
に
つ
い
て
語
ら
れ
ま
し

た
が
�
�
�
�
�
�
�
�
	


�
�
と
の

言
葉
が
印
象
的
に
感
じ
ま
し
た
。

　

以
上
2
日
間
の
研
究
集
会
の
報
告
を
い

た
し
ま
す
。　
　
　

報
告
者　

小
高
郷
近



告
が
あ
り
ま
し
た
。
続
い
て
２
０
０
６
年

度
の
活
動
方
針
と
予
算
案
が
提
案
さ
れ
、

承
認
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
最
後
に
ス

ロ
ー
ガ
ン
を
採
択
し
、
２
０
０
６
年
度
の

活
動
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

　

な
お
、
２
０
０
６
年
度
の
四
役
体
制
は

次
の
通
り
で
す
。

　
（
事
務
局
長　

梅
津
浩
治
）
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西
部
支
部
を
代
表
し
て
角
支
部
長
よ

り
、
日
頃
の
ご
協
力
に
対
す
る
お
礼
と
、

労
働
者
福
祉
に
関
わ
る
取
り
組
み
に
つ
い

て
挨
拶
を
受
け
た
後
に
、
赤
井
事
務
局
長

か
ら
２
０
０
５
年
度
の
総
括
と
２
０
０
６

年
度
の
活
動
方
針
に
つ
い
て
提
案
さ
れ
ま

し
た
。

　

具
体
的
に
�
労
働
者
福
祉
運
動
の
育

成
、
強
化
、
�
中
小
企
業
勤
労
者
の
福
祉

の
充
実
、
�
少
子
、
高
齢
化
社
会
へ
の
対

応
、
�
食
の
安
心
安
全
の
確
保
、
�
介
護

保
険
、
�
暮
ら
し
の
安
全
、
�
環
境
保
全
、

�
２
０
０
６
年
度
中
国
労
働
金
庫
預
託
金

の
継
続
、
こ
れ
ら
８
項
目
を
重
点
課
題
と

し
て
取
り
組
む
こ
と
に
つ
い
て
提
案
し
、

満
場
一
致
で
採
択
さ
れ
ま
し
た
。

　
労　
福　
協　
東　
部　
支　
部

　

労
福
協
東
部
支
部
は
、
５
月　

日
（
木
）

25

に
全
労
済
鳥
取
県
本
部
５
F
に
お
い
て

「
第　

回
労
福
協
東
部
支
部
通
常
総
会
」

34

を
開
催
し
ま
し
た
。
総
会
で
は
２
０
０
５

年
度
の
活
動
報
告
・
会
計
報
告
を
審
議
し
、

２
０
０
６
年
度
の
活
動
方
針
に
つ
い
て
承

認
い
た
だ
き
ま
し
た
。
２
０
０
５
年
度
の

活
動
報
告
で
は
、「
ス
ポ
ー
ツ
祭
典
」「
労

福
協
ま
つ
り
」「
キ
ス
つ
り
大
会
」「
囲
碁

将
棋
大
会
」
や
「
児
童
書
初
め
展
」「
街

頭
カ
ン
パ
」
な
ど
報
告
し
ま
し
た
。
２
０

０
６
年
度
は
、
基
本
方
針
を
継
承
し
、
参

加
者
が
減
少
傾
向
で
あ
る
「
ス
ポ
ー
ツ
祭

典
」「
囲
碁
将
棋
大
会
」等
に
つ
い
て
よ
り
、

よ
り
た
く
さ
ん
の
組
合
員
に
参
加
を
呼
び

か
け
て
い
く
活
動
の
強
化
な
ど
に
つ
い
て

審
議
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
支
部
長
・
事
務
局
長
の
役
員
交

代
が
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　

２
０
０
６
年
度
は
新
体
制
の
も
と
、
労

働
者
の
福
祉
運
動
に
引
き
続
き
取
り
組
ん

で
い
き
ま
す
の
で
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま

す
。

産別･団体名氏　　名役職名

電　　機　　連　　合河　村　正　之支   部   長

市立病院労組足　立　考　史副 支 部 長

電　　力　　総　　連太　田　俊　二〃

Ｊ　　Ａ　　Ｍ谷　垣　敏　雄〃

自　　治　　労上　田　光　徳〃

日立金属労組森　脇　一　也〃

自　　治　　労石　井　盛　光事 務 局 長

全　　労　　済本　内　隆　彦事務局次長

労　　働　　金　　庫森　上　　　章〃

　
労　
福　
協　
中　
部　
支　
部

　

去
る
５
月　

日
（
火
）、
ホ
テ
ル
セ
ン

30

ト
パ
レ
ス
倉
吉
に
お
い
て
第　

回
労
福
協

38

中
部
支
部
通
常
総
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

議
長
に
は
オ
ム
ロ
ン
倉
吉
労
組
の
松
本

泰
久
さ
ん
を
選
出
し
、
来
賓
に
は
全
労
済

鳥
取
県
本
部
よ
り
小
高
専
務
理
事
、
連
合

鳥
取
中
部
地
域
協
議
会
よ
り
福
本
議
長
、

鳥
取
県
中
部
県
民
局
よ
り
山
根
課
長
に
お

越
し
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

総
会
で
は
２
０
０
５
年
度
の
活
動
報
告

と
決
算
報
告
を
審
議
し
ま
し
た
。
活
動
報

告
に
お
い
て
は
、「
ゴ
ル
フ
大
会
」「
マ
ス

つ
か
み
大
会
」「
労
働
者
ス
ポ
ー
ツ
祭
典
」

「
労
福
協
ま
つ
り
」「
福
祉
カ
ン
パ
」「
囲

碁
・
将
棋
大
会
」「
学
習
会
」
な
ど
の
報

　
労　
福　
協　
西　
部　
支　
部

　

去
る
６
月
６
日
（
火
）
に
「
第　

回
労

30

福
協
西
部
支
部
通
常
総
会
」
を
開
催
し
ま

し
た
。
議
長
団
に
日
教
組
の
山
田
氏
を
選

出
し
、
来
賓
に
は
県
労
福
協
の
山
中
専
務

に
お
越
し
頂
き
ま
し
た
。

単組・事業団体氏　　名役職名
ＮＴＴ労組米子分会角　　　敏　男支　部　長

境 港 市 職 労中　島　ちから

副 支 部 長 ＪＰＵ鳥取西部支部矢　辺　慎　一

中国電力ユニオン倉電支部中　島　伸　二

連合鳥取西部地協赤　井　　　堯事 務 局 長

� ピ ア ベ ー ル福　間　幸　人

事務局次長

ベルライトよなご石　田　利　明

全労済鳥取西部支所湯　川　忠　文

労金米子中央支店松　本　雅　之

労 金 米 子 支 店中　島　一　彦

所　　　属氏　　名役　職

日圧スーパーテ ク
ノ ロ ジ ー ズ 労 組生　部　達　也支　部　長

オムロン倉吉労組小　谷　雅　文副 支 部 長

琴 浦 町 職 労 組小　泉　　　傑〃

県 教 組 中 部 支 部梅　津　浩　治事 務 局 長

中電ユニオン倉営支部渡　邉　孔　二事務局次長

日交労組倉吉支部福　本　信　一〃
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こ
う
」
と
い
う
挨
拶
の
後
、
議
案

が
提
案
さ
れ
、
ど
の
議
案
も
賛
成

多
数
で
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

�
�
�
�
�
�

　

２
０
０
５
年
度
事
業
報
告
・
決

算
・
剰
余
金
処
分
案
承
認
の
件

（
監
査
報
告
を
含
む
）

�
�
�
�
�
�

　

２
０
０
６
年
度
事
業
計
画
・
収

支
予
算
案
決
定
の
件

�
�
�
�
�
�

　

定
款
の
一
部
改
訂
の
件

�
�
�
�
�
�

　

役
員
改
選
の
件

　

６
月
５
日
、
琴
浦
町
生
涯
学
習
セ
ン

タ
ー
ま
な
び
タ
ウ
ン
と
う
は
く
で
、
第　
56

回
通
常
総
代
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
和

田
理
事
長
か
ら
の
「
２
０
０
６
年
度
は
第

５
次
中
計
の
計
画
を
達
成
す
る
た
め
に
も

み
ん
な
が
出
資
、
利
用
・
運
営
に
協
力
し

合
っ
て
、
よ
り
良
い
く
ら
し
を
創
っ
て
い

�

第　

回　

鳥
取
県
生
活
協
同
組
合

56������������������������������������������������������������������

������������������������������������������������������������������
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笹
森
清
中
央
労
福
協
会
長
を
迎
え
、
勤

労
者
福
祉
学
習
会
を
「
時
代
の
変
化
と
地

域
に
お
け
る
福
祉
運
動
」
を
テ
ー
マ
に
、

鳥
取
市
「
さ
ざ
ん
か
会
館
」
で
開
催
し
ま

し
た
。

　

当
日
は
1
7
5
名
の
参
加
者
を
迎
え
、

1
部
で
は
と
っ
と
り
県
内
で
音
楽
に
よ
る

地
域
の
P
R
活
動
に
取
り
組
ん
で
い
る
、

歌
手
「
う
り
ず
ん
」
の
歌
で
日
ご
ろ
の
疲

れ
を
癒
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

続
い
て
2
部
は
、
笹
森
会
長
に
よ
る
講

演
で
労
働
運
動
の
歴
史
・
社
会
情
勢
が
話

さ
れ
、
こ
れ
か
ら
の
地
域
に
お
け
る
労
働

運
動
や
福
祉
活
動
と
は
ど
う
あ
る
べ
き
な

の
か
を
学
び
ま
し
た
。

　

労
働
運
動
と
�
地
域
社
会
と
の
共
生
�

の
必
要
性
が
話
さ
れ
、
労
福
協
の
果
た
す

べ
き
役
割
に
つ
い
て
方
向
を
示
さ
れ
ま
し

た
。
最
後
に
「
活
き
活
き
と
し
た
地
域
社

会
を
創
ろ
う
よ　

」
と
話
さ
れ
た
言
葉
が

!!

印
象
的
に
心
に
残
り
ま
し
た

第　

回
36勤

労
者
福
祉
学
習
会
開
催

�
�
�
�
�
�
�
�
	

�
�
�
��

�
�
�
�

ク
レ
・
サ
ラ 
2
4
3
万
6,
3
4
4
人

の
署
名（
8
月
9
日
現
在
）が
集
ま
る
!

集
計
中
で
す
が
全
国
よ
り
中
央
労
福
協

に
集
ま
っ
て
い
ま
す
。

「
出
資
法
・
貸
金
業
規
制
」
等
の
改
正

を
求
め
る
意
見
書
は
全
国
で�

�
�
�

��

�
�
�
�
�
�
�
�
	


さ
れ
て
い
ま

す
。
鳥
取
県
で
は
県
・
市
・
町
村
議
会

議
員
（
連
合
推
薦
議
員
）
の
協
力
を
得

て
県
・　

市
町
村
で
採
択
さ
れ
、
長
野

19

県
に
つ
づ
き
県
内
す
べ
て
の
議
会
で
採

択
さ
れ
ま
し
た
。（
全
国
で
2
県
）
県

議
会
で
は
主
会
派
共
同
に
よ
る
提
出
に

よ
り
全
員
で
の
採
択
と
な
り
ま
し
た
。

　

又
、
鳥
取
市
議
会
で
は
全
会
派
共
同

に
よ
る
提
出
と
な
り
ま
し
た
。

　

境
港
市
議
会
・
八
頭
町
議
会
を
始
め

多
く
の
議
員
の
方
々
の
力
添
え
を
い
た

だ
き
、
議
会
で
の
請
願
・
陳
情
が
採
択

出
来
た
こ
と
は
議
員
の
皆
様
の
ご
協
力

に
よ
る
も
の
で
感
謝
い
た
し
ま
す
。
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

労
福
協
で
は
引
き
続
き
労
働
金
庫
と

協
力
し
多
重
債
務
問
題
に
取
り
組
ん
で

ま
い
り
ま
す
。



実　

施　

要　

綱

１　

目
的

　

鳥
取
県
労
働
者
ス
ポ
ー
ツ
祭
典
は
労
働

者
に
ス
ポ
ー
ツ
を
普
及
し
、
労
働
者
の
健

康
増
進
と
体
位
の
向
上
を
図
り
、
地
域
・

職
場
間
の
交
流
の
場
と
し
て
労
働
者
の
親

睦
と
産
業
の
振
興
に
寄
与
す
る
こ
と
を
目

的
と
す
る
。

２　

ス
ロ
ー
ガ
ン

　
『
ゆ
と
り
・
健
康
・
友
情
』

３　

主
催

（
財
）
鳥
取
県
労
働
者
福
祉
協
議
会

４　

開
催
日
時

　

２
０
０
６
年　

月
１
日
（
日
）

10

　
　

・
軟
式
野
球
・
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル

　
　

・
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
・
バ
ド
ミ
ン
ト
ン

　
　

・
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ

　

８
日
（
日
）

　
　

・
卓
球
・
ボ
ウ
リ
ン
グ

　
　

予
備
日

　
　
　
（
軟
式
野
球
・
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
）

５　競技種目および会場
競技会場（コート）開始時間曜日開催日(予備日)競技種目

三　朝　球　場８：30日10／１
軟　　式　　野　　球

〃８：30日(10／８)

倉吉総合産業高校ソフトボール場９：00日10／１
ソ フ ト ボ － ル

〃９：00日(10／８)

三朝町総合スポーツセンター９：00日10／１
男子

バ レ ー ボ ー ル
女子

倉吉市営体育センター９：00日10／１バ ド ミ ン ト ン

農林漁業者トレーニングセンター９：00日10／８卓　　　　　　球

倉吉プラザボウル10：00　日10／８ボ　ウ　リ　ン　グ

潮風の丘とまり９：00日10／１グラウンドゴルフ

ろ　う　ふ　く 第 252 号 （7） 

第第　

回回　

鳥
取
県
労
働
者
ス
ポ
ー
ツ
の
祭
典

鳥
取
県
労
働
者
ス
ポ
ー
ツ
の
祭
典

4343



ろ　う　ふ　く 第 252 号 （8） 
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応
募
作
品
：
県
内
在
住
又
は
県
内
の
事
業

　
　
　
　
　

所
に
勤
務
す
る
勤
労
者

部　
　

門
：
写
真
・
洋
画
・
日
本
画
・
書
道

応
募
点
数
：
１
部
門
に
つ
き
２
点
以
内

（
写
真
は
単
２
点
以
内
又
は

組
１
点
の
い
ず
れ
か
）

題　
　

材
：
自
由（
未
発
表
作
品
に
限
る
）

出　
品　
料
：
無
料

応
募
方
法

　
　

月
２
日（
月
）か
ら　

日（
火
）ま
で

10

31

に
、
所
定
の
出
品
申
込
書
に
よ
り（
財
）

鳥
取
県
労
働
者
福
祉
協
議
会
に
申
し
込

ん
で
く
だ
さ
い
。

展　
　

示
：
原
則
と
し
て
す
べ
て
の
応
募

作
品
を
展
示
し
ま
す
。

申
込
・
問
い
合
わ
せ

　
（
財
）鳥
取
県
労
働
者
福
祉
協
議
会　

電
話
（
０
８
５
７
）　

－

４
１
８
８

27

　

鳥
取
県
労
福
協
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
よ

り
プ
リ
ン
ト
ア
ウ
ト
し
て
申
し
込
む
こ

と
が
出
来
ま
す
。

h
ttp
://to

tto
ri.ro

fu
ku
.n
et/

�

�
�
�
�
�
�
�
	

会　

期　
　

月
３
日（
日
）〜　

日（
日
）

12

10

場　

所　

や
ま
び
こ
館（
鳥
取
市
上
町　

）
88

入
場
料　

無
料


